
印度學佛敎學研究第48巻 第2号 平成12年3月 (101)

蘊阿頼耶 (Skandhalaya)

原 田 和 宗

1問 題の所在

1.1『 十 住 心 論 』 第 六 住 心 の 教 証 と して の 『大 日経 』 の 一 節

空海 は 『十住 心論 』巻第六 の導入部 で 〈北宗(法 相宗)の 大 綱〉を美文 に綴 った

後,そ れ を 〈他 縁大乗住心 〉 の浅 略次元 の内容 として定 立す る典拠 を 『大 日経 』

巻第一 「住心 品」 の一節 に求めた.

復次,秘 密主,大 乗行.発 無縁乗心,無 法我性.何 以故.如 彼往昔如是修行者,観 察縞阿

頼耶,知 自性如幻 ・陽炎 ・影 ・響 ・旋火輪 ・乾闘i婆城.(『 大正』vo1.18,p。3b9～12.)

空 海 は 『大 日経疏』巻 第二の注釈 箇所 を補足 として 引用す る.法 無我性 を観 じ,

無 縁 の大悲 に よって菩薩道 を行ず るこの段 階が 「他縁乗」 とも 「無縁 乗」 とも命

名 され る所以 の説明 をまず 引用 す る.次 に法無我性 を観 じる為 の具体 的方法=〈 經

阿頼耶〉 の観察へ の注釈文 を抜粋 的に引 く.

至此僧祇,始 能観阿陀那深細之識,了 解三界唯心 ・心外更無一法而可得者,乗 此無縁心,

而行大菩提道.故 名 「無縁乗」也.… … 『榜伽』『解深密』等経[・ 『瑜伽』『唯識』等論

所説*],八 識 ・三性 ・三無性,皆 是此意也.(『 大正』vol.39,p.602al9～22,29～bl.*

[]内 の語句を空海は引用に際し付加.)

〈慈 阿頼 耶〉(skandhalaya)は 『解 深密経』所説の 〈阿陀那識〉(adanavijnana);と

りも直 さず 〈阿頼耶識 〉(alaya-vijnana)に 等 置 された上で,『 十地経』 の 〈三界唯

心〉に教証 を仰 ぐ瑜伽行派 の唯識学説体 系を意 図す るkeytermと して注釈 され る.

1-2『 大 日経 疏 』 と 『大 日経 広 釈 』

ところが,『 疏』 には 〈阿頼耶〉 の別 の語義 も続 けて紹介 されてい る.

復有殊　.阿 頼耶,義 云 「含蔵」,正翻為 「室」.謂,諸 纏於此中生,於 此中滅.即 是諸純

巣窟(『 大正』vol.39,p.602b5～7.)

そ れ によれば,〈skandha-alaya>と は,五 慈 がその中で生成 し消滅 してい く住居,
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棲 み家 を意味 し,<skandha>に と って の 〈alaya>と い う格 限定複合語(Tat-purusa-

salnasa)で あ るよ うだ.「 諸蘊巣窟」 に類 す る訳語 は漢 訳 『十地経 』な どの大乗経

典に散見してお り,『大日経』の 「蘊阿頼耶」の原義を探る手掛かりとなろう.尤

も,そ の際 同語を格限定複合語 とする 『疏』の解釈には従えな くなるが(後 述).

『大 日経』(晦r・canabhisamb・dhi-sutjｰa:abbr.VAS)の 西 蔵訳 の当該文 とBuddhaguhya

の 『大 日経広 釈』(未 再治本/再 治本)に 目を向 けよう.

さらに,秘 密主よ,大 乗に則って実践し,他 に依存させざるものたちには 〈存在素に自我

がないこと〉を本性 とする*心が生じる.そ れはなぜか.即 ち,彼 らは前世において修行

を既に修行しおえている以上,〈skandh創aya>を 習修(or除 去)し つつ**(skandhalayam

vibhavayantah),[そ の]自 性を遍知 してい くと(sva-bhavamparijnaya),幻 ・陽炎 ・[鏡中

の]映 像 ・反響 ・旋火輪 ・ガンダルヴァの城(螢 気楼)の 如きものという想念を生じるか

らである.(VASI.Y.Miyasakaed.,PP.196,1～3,198,1～7.*未 再 治本の 〈rainbzindu>

を採 用.**未 再 治本 〈bsgomspas(ornas)〉;再 治本<mampar〕igpana>.)

西蔵 『経 』お よび 『再 治本 ・広釈』 は 〈skandha―alaya>を 〈phunpo'ignas>(蘊

の基盤i)と 訳 す.『 未再 治本 ・広釈 』 には 〈phunpodankungzi>(蘊 と全基盤)と

〈phunpo'ignas>と い う二通 りの訳語が見 られ る.

Buddhaguhyaは 〈skandha-alaya>の 語 義 には別段触 れない.彼 はそれを無 理 に

〈アー ラヤ識〉 と結 びつ けた り しない.寧 ろ,〈 蘊 の 自性 〉(skandha-svabhava)を

〈幻 〉等 の如 し と知 って 〈法無 我 性〉 を証 す る局 面 を 唯識観 として の信 解行 地

(adhimukti.carya.bhumi)で 解 説す る.(引 用を断念する.『広釈』の詳細は酒井真典[1987]

『大 日経広釈全訳』,pp.52～53,参 照.)〈 蘊 阿頼耶〉 の扱 いを異に しなが ら,「 住心

品」の当該節 を 〈唯識観〉で説明す る点で は 『疏 』と 『広釈 』とは一致す る ようだ.

以下,小 乗聖典 の 〈alaya>の 先 駆 的用 法を再確 認 しつつ,大 乗経典 で 〈skandh-

alaya>と い うtermが 使 用 され る典型 的な文脈 を探 り,『 大 日経 』が受 け継 ぐ大乗

仏教 思想、の潮流 の一・断面 を眺望 したい.

2声 聞 乗 に 由 来 す る 〈Alaya>と<An-alaya>

2.1(Pali)<mana><anupasama>〈avijja>と 対 等 の<alaya>

Asahgaは 『摂大乗論』1「 所知依分」で声聞乗 の聖典 に 〈ア ラーヤ識〉が別名

で説 かれてお り,有 部の 『増一阿含』(如 来出現四徳経)中 に生 類(praja)が 愛 し ・

楽 い ・欣 び ・喜 ぶ対象 として登場 す る 〈阿頼耶〉 もその一例 だ と指摘 した(長 尾

雅人[1982]『 摂大乗論 和訳 と注解・上』,pp.117～120).そ の 経文の漢訳 『増一』へ
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の同定,パ ー リ 『増支部』 との対比を始めとして,部 派典籍中の 〈アーラヤ〉の

使用例の網羅は月輪賢隆氏によって完遂されている(月 輪[1971]r仏 典の批判的研

究』所収 「小乗典籍に於ける阿頼耶」).同 『四徳経』には,生 類が愛す る対象 として

1)<alaya>(所 著)・2)<mana>(僑 慢)・3)〈an-upasama>(輪 転/lit.無 寂静)・4)<a-

vijja>(無 明)が 枚挙 され る.1・2・4は 生類 を輪廻 に留 ま らせ る要因,3は 寂静

(i.e.浬 葉)の 矛盾概念 たる無寂静,っ ま り,輪 廻 自体 を意味 してい よ う.

2.2(Pali)<dhamma><nibbana><nirodha>,etc-の 別 名 と して

の<an-alaya><a-aya-samug9hata>

同経 は続 けて,上 記 の生類 に対 して.<an.alayadhamma>(不 染著法/ア ーラヤ無き

法)を 始め とする四種の稀有なる法が如来によって説かれさえすれば,必 ず衆生

はそれに耳を傾 け素直に了解する心を起 こす と述べる.同 経の文脈は,菩 提樹下

の釈尊がアーラヤを欣び ・愛 し ・楽 しむ生類には自己の証得せる法は理解 し難い

ので説法を躊躇 したことを示すパーリ 『中部』[第26経]な どのそれ*と は対照的

である.(*同 系列のパーリ 『律蔵』「大品」の重要性については津田真―・[1998]『アーラ

ヤ的世界 とその神』を参照.)そ の他,パ ー リ聖典 には<nibbana><nirodha><mutti>

に対 す る<tanha-kkhaya><viraga>等 々 の/類 語 の リス トに 〈an-alaya><alaya-sam-

ugghata>(ア ー ラヤの根絶)が 見 出せ る.

2.3<Alaya>の 語 義:<Kama-guna><Tanha>?

パ ー リ注釈家Buddhaghosaは 例 の 『四徳 経』の 〈alaya>に つ いては 〈pancakama―

guna>(五 妙欲)と 注釈 す るが,大 抵 の場合,〈tanha>(渇 愛)と 言 い換 える.『 大毘

婆沙論』(巻 第一百四十五 「根蘊」)の 或 る論師 は 「欲界繁」等の語義 をその法が<欲

界等 の阿頼耶所蔵 かつ摩摩昇 多所執 〉で あるこ とと説明す る際 〈阿頼耶〉を 「愛」

と注記す る.『 瑜伽論』 「声聞地」(種 姓地)は 〈alaya―trsna>(阿頼耶愛)が 最初か ら

無浬藥法補特伽羅 の身体 に付着(asraya-sannivista)し て い る とい う(cf.恵 敏[1991]

「『声聞地』の 「不住種姓」について」『仏教文化』24).(部 派の論師/注 釈家には 〈アーラ

ヤ>を 〈渇愛〉に等置す る傾向が窺えるけれ ども,喉 の渇きに襲われた鹿が陽炎(mrga-

trsnika)の 水 を追い求めるかの様に,生 類を駈 り立て,狂 奔させ るイメージを惹起する く渇

愛>と,元 々,住 居 ・隠れ家 ・棲み家を意味する<ア ーラヤ>と ではその原意がかなり異

なる.<ア ーラヤ>の 原意から派生するのは,住 居への愛着だ としても,寧 ろ,輪 廻的世界

に安住の地を見出し,そ こで安逸を貧 りたいという安定志考,現 状維持への欲求であって,
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浬薬 とは正反対のベク トルをもつ.)

3 <Skandhalaya> <Bhavalaya>

3.1 <Skandha=alaya>

部派聖典 に由来す る<alaya/an-alaya>の 用 法 を大乗経典 中 まず 『維摩 経』が継

承 す る.『 華厳経』「入法界 品」になって,〈skandhalaya>と い
,う複合語表現 が現れ,

『十地経』 「第二地/第 五地」『金光明経』 「空品」『榜伽経 』「偶頌 品」な どを経て,

『大 日経』 「住心 品」 に伝承 され た.「 入法界 品」 には 〈bhavalaya>と い う同義語 も

垣間見 られ,『 榜 伽』 「偶頌品」 に再登場 す る.(紙 数の都合で 「入法界品」のみを検

討する.)〈skandha-alaya>と い う語句 は 『四徳 経』の 〈alaya>の 意 味 を巡 って 『摂

論』に紹介 され た三異説 の うちの一・つを想起 させ る.三 異説 とは1)〈pancopada-

naskandha>(五 取蘊)・2)<raga-sahita-sukha―vedana>・3)〈sat-kaya-drsti>で あ り,

『分別秘義釈』 は,順 次,1)Vasumitra・2)大 徳Mehuthun(?)・3)大 徳Ghosaka

とい つた小乗論師 の説 とす る(cf長 尾[1982],pp.127～129).Asangaは これ らを

論駁 し,4)<alaya-vijnana>を 妥 当 と主 張 した.皮 肉な こ とに,1)〈skandha>を

も って<alaya>と 看 なす解釈 は,夙 に上記の大乗諸経典 に採用 され,複 合語化 さ

れ て い たの で あ る.(こ の場合,<skandha=alaya>は 同格限定複合語(Karma.dharaya-

samasa)で あ る以上,「[五]蘊 という安逸なる棲み家」 と訳 してお く.)

3.2Ganda-vyuha(GVy)

「入 界法 品」(GVy)に お ける 〈alaya>〈skandhalaya>〈an-alaya>の 用 例 は頗 る多

い.・今 は[1]菩 薩(善 知識 と同義に扱 う)の 誓願 ・[2]菩 薩 の特性 とい うコンテキ

ス トの代表例 だ け摘出 して みよ う.

[la]Gvy§26[Jyottama]無 上勝 長者 は説法 の多様 な 目的を善財(Sudhana)童 子

に語 るなか にい う(漢 訳語は 『八十華厳』のもの.頁 数は割愛).

一切の世界(の 生類)を して[自 分たちの世界が]安 住の場であるという想念を抱 くのを

除去せ しめる為 に(sarva-jagat-pratistha-saｍjna-gata-vibhavana-tayai),安 逸 なる棲み家な

き如来の法(an-alaya-tathagata-dharnla佛 無依法)を 明示する為に,[法 を説きます.](ｐ.

L.Vaidyaed.,p.146,27.)

<pratistha>(安 住 の場)と<an-alaya>と は ここで は対(or矛 盾)概 念 をなす以上,

前 者 は<alaya>と 同義で ある.そ して,前 者(pratistha)に 関 す る想念 を対象 とす
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る 〈vibhavana>(除 去 せ し め る)と い う 同 名 詞 は,〈skandhalaya>に 対 す る に

〈vibhavayat>と い う現 在 分 詞(?)形 の 動 詞 を 宛 う 『大 日 経 』 「住 心 品 」 の 用 例 と

の 近 似 性 を 印 象 付 け る.し か し,頻 度 の 点 で は,「 入 界 法 品 」 や 『十 地 経 』 で は

uc,(cal(抜 け 出 す)及 び そ の 使 役 形 の 動 詞 表 現 を 伴 う用 例 が 圧 倒 的 に 多 い.

[1b]GVy§34[Vasanti]婆 珊 婆 演 底 主 夜 神 は 闇 夜 にa)森 林 や 荒 野 で 道 に 迷 う

人 々,b)地 域 社 会 に の め り込 ん で 苦 し む 人 々,c)各 家 庭 の し が ら み に 苛 ま れ る

人 々 を 救 済 し た 後,夜 神 は[回 向/誓 願]心 を 起 こ す.

a)願 わ くは,こ の善 根 に よっ て,輪 廻 の森 林 ・荒 野 に遭 難 し,劣 悪 な 境 遇 とい う[迷]路

を歩 む生 類 た ち を―・切 の苦 しみ か ら解 放 せ しめ(sarva-duhkhyebhyahparimocya),究 極 の

幸 福 か つ 安 穏 な る場=一 切 智 者 性 へ の 道 に(atyanta-yoga-ksemesarva-jna-ta―merge)安 置 せ

しめ られ ます よ うに.(Vaidya,P.173,22～23.)

b)願 わ くは,こ の 善根 に よ っ て,一 切 の 生 類 た ち を[五]蘊 とい う安 逸 な る棲 み 家 へ の

執 着 か ら抜 け 出 さ しめ(skandhalayabhinivesaduccalya),安 逸 な る棲 み 家 無 き 一切 智 の 智

慧 に(an-a-aya-sarva→najnane)安 置 せ し め られ ます よ うに.(p.173,25～26.)

c)願 わ くは,こ の善 根 に よ って,自 分 た ち の[六 つ の 内 的]認 識 部 門 とい う村 落 に依 拠

す る(svayatana-grama-samnisritan貧 楽 六 処 聚 落)___.切 の 生類 た ち を輪 廻 の 境 遇 とい う対 象

域 か ら抜 け 出 さ しめ(samsara-gati-visaya-gocaraduccalya),一 切 智 者 性 とい う領 域 に(sarva―

jna―ta―gocare)安 置 せ しめ られ ます よ う に.(p.173,29～30.)

これら三誓願も密接に関連する.生 類の現状をa)輪 廻 という森林に遭難 し,b)

五蘊 という安逸なる棲み家に執着 し,c)六 内処 という村落に依拠するもの と把握

した女神は生類をa)[輪 廻に伴 う]一 切の苦 しみから解放させ,b)五 蘊 という棲

み家への執着およびc)[か かる執着のせいで招来 される]輪 廻の境遇という領域

から脱出させるよう手段を講 じる.女 神が彼 らを導かん とする理想の目標はb)輪

廻の苦しみをもたらすだけの偽 りの棲み家をもたず,a)究 極的に幸福かつ安穏な

る場であるという条件を満たすc)一 切智者性(=一 切智者の智慧)で ある.

[1c]Gvy§38[Prasanta-ruta-sagara-vati]寂 静 音 海 主 夜 神 の 説 法 目 的 も 同 様 の

も の を 含 む.

[五]蘊 と い う住 居 を好 む(skandha-niketasayanam著 五 蘊)生 類 た ち が 安 逸 な る棲 み 家

無 き法 とい う領;域(an-alaya-dharma-gocara無 依 境 界)に 住 ま うよ うに な る為 に,法 を説

き ます.(p.222,1～2.)

こ こ で の 〈skandha-niketa>は 〈skandhalaya>と 同 義 で あ り,<alaya>は<niketa>

と も 交 換 可 能 で あ る.

[2a]Gvy§24[Utpala-bhuti]鷲 香 長 者 ・優 鉢 羅 華 は 菩 薩 の あ り方 の 一 部 を こ う
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描 写 す る.

一 切 の 安 穏 な る棲 み 家 ・住 居 に依 拠 しな い で い な が ら(sarvaiaya-niketa -nisritanam),し か

も,一 切 の生 存 と い う 安 穏 な る 棲 み 家 ・住 居 に あ えて 遊 行 さ れ る[菩 薩]た ち の(sarva-

bhavalaya-niketa-carinam)修 行 を[ど う して 私 が]知 り[得 ま し ょ うそ].…(P.142,4.)

今 度 は 〈bhavalaya>が 〈skandhalaya>と 同 義 的 に 使 用 さ れ る.先 述 の 菩 薩 の 誓

願 ・説法目的は生類を 〈五蘊 とい う棲み家〉から抜 け出させて 〈棲み家無き〉一

切智者性に安置させ る点に尽きていたが,菩 薩自身 は既に 〈五蘊 という棲み家〉

から抜 け出ているにも拘わらず,一 切智者性に安住はしない.先 述の目的の為に,

菩薩は生類がいまだ屯する 〈三つの生存(三 界と同義)と い う棲み家〉にあえて遊

行するのを厭わない.

[2b]GVy§54[Maitreya]菩 薩のそのような生き方は,弥 勒菩薩 と善財童子の対

面場面の終局近 くの問答にも端的に表明されている.

[マイトレーヤ菩薩は]答 える.「…氏族の子よ,菩 薩たちの[歩 む]道 のりたるや,… 安

穏なる棲み家もなく住居もなく住居もない(無 処無著)道 のり(an-a-aya-niketa-gatih)で

あ る.… 顧恋することもな く住居することもない(an.aveksa-niketa無 恋無著)道 のりで

ある.… されど(apitu),氏 族 の子 よ,菩 薩たちは教化すべき生類のことをあえて顧恋す

るが故に,[菩 薩たちの道のりは]大 悲の道のりでもある.菩 薩たちは苦しめられる生類

たちをあえて救済するが故に,大 慈の道の りでもある.… 」(p.416,16～20.『 般若経』と

の対比についてはcf.津 田[1998],pp.204～224.)

3.3結 語

結局,『 大 日経』 「住心品」 と同一文脈 の 〈skandhalaya>の 使 用例 は先行経典 に

はな く,そ の文脈 は 『大 日経』独 自の構成 で ある.し か し,大 乗 経典 は部派聖典

の<alaya/an-alaya>の 用 法 を引 き継 ぐだ けでな く,〈 五蘊〉 を 〈ア ラ._ヤ 〉(生 類を

輪廻に繁ぎ止める安逸なる棲み家)と み なす観点 か ら両語の複 合語化 を 『華厳 』 「入

法界 品」 で編 み出 しさえした.同 時 に,か って世尊 にさえ説法 を躊躇 させ た生類

の 〈alaya>は 菩 薩 の利 他行 を動機付 け る生類 の 〈skandhalaya>と して一一新 され,

経 典思想史上,菩 薩の行観念 の主軸 ・旋 回軸 の―機能 を託 され るに至 った.そ の限

りで は 『華厳経』の末喬 『大 日経』で 〈skandhalaya>こ そ は大乗実 践者(菩 薩)が

習修 し遍知す る対象 としてま ことにふさわ しかった とい えよ う.

<キーワード>大 日経,華 厳経,蘊 阿頼耶

(龍谷大学非常勤講師)
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